DR-7835 の メモ リー 登録 方 法 と バン ク 運 用 方 法 


DR 一 7 3 5 は 、 チ ャ ン ネ ル 番 号 に こだわ ら な けれ ば 、 MW キ ー を 長押 し する だ け で メモ リ 
ー 番 号 の 小さ い 順 に 自動 的 に 登録 で きま す が 、 ここ で は 例 を 4 つ 挙 げ て 、 ワ ン ラ ンク 上 の メ 
モリ ー 運 用 を する 方 法 を ご 紹介 し ます 。 こ れ ら の 操作 を 練習 し た 後 、 メ モリ ー リ セッ ト (大 
VM キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ る ) を すれ ば 書き 込ん だ メモ リー は 全部 消え ます 。 但し 
液晶 表示 色 設 定 の 前 に この 練習 を し て お か な いと 、 液 晶 表示 色 設 定 ま で 消え て し まう の で 
ご 注意 くだ さい 。 


【 例 1 : 145.080MHz と 145.100MHz を 共通 メモ リーch.0 と ch1 に メモ リー 登録 する 】 
※ 自分 で 決め た メモ リー チャ ン ネ ル 番 号 に 登録 する 方 法 で す 。 

① VFO モ ー ド (ダイ ヤル を 回 す と 数 字 が 20KHz ずつ 上 下す る モー ド ) で 、 ダ イヤ ル を 
回 し て 145. 0 80 に 合わ せる 。FUNC キ ー を 押す 。 


【 参 考 】 数 字 を 20KHz ずつ で は な く 、 例 えば ユ テ ィ リ ティ 受信 帯 の 初期 値 

148.010.030.050… の ステ ッ プ を 、148.010, 020, 030… の よう に 10KHz ずつ 増やし た いと 
き は 取扱 説明 書 P. 22 の 「 ス テッ プ の 設定 」 を お 読み の 上 、P. 2 3 の 「 ス テッ プ 変 
更 の 例 」 に 照ら し て 操作 し ます 。 但 し 、 す べ て の 帯域 で 10KHz が 適用 され る の で 、 メ モ 
リー が 済ん だ ら ス テッ プ の 値 は AUTO に 戻す こと を お すす めし ます 。 


② 145. 080 に 合わ せ た ほ う (ここ で は 左 ) の ダイ ヤル を 回 し て 0 0 0 を 選ぶ 。 
減 し て いれ ば 未 使用 、 点 灯 し て いれ ば すでに 何 か メ モリ ー さ れ て いる 。 い ずれ の 場 
で も VM キー を 押す と ビー プ 音 が 鳴り 、0 0 0 が 消え 、 登 録 が 完了 する 。 
(上 書き で き な い と き は P. 4 5、 メ モリ ー 保 護 を 参照 ) 


玉 


⑧③ ダイ ヤル を 回 し て 145. 100 に する 。FUNC キ ー を 押し て 3 ケタ の 数 字 が 出 た 
ら ダ イヤ ル を 回 し て 0 0 1 を 選び 、VM キ ー を 押す 。 


書き 込み が で きま し た 。 左 右 どちら で も 、 運 用 したい 側 の ソン M キ ー を 押す ご と に VFO 
と メモ リー モー ド が 切り 奉 わ り 、 ダ イヤ ル を 回 すご と に 0 0 0 と 0 0 1 が 選べ ます 。 


【 例 2 : 145.080MHz て 145.160MHz を 20KHz ステ ッ プ で 共通 メモ リーch.0-ch4 に 、 

488.100 て 433.160MHz を 20KHz ステ ッ プ で 共通 メモ リーch.5-ch8 に 登録 する 】 

※ 次 の 章 で 説明 する 、 バ ンク の 使い 方 の 練習 の た め に いく つか メモ リー を 書き ます 。 
上 記 例 1 の 復習 で も あり ます 。 

① 例 1 を 参考 に し て 、 ダ イヤ ル を 回 し て 数 字 を 合わ せ 、FUNC キ ー を 押し て 3 ケタ の 
数 字 が 出 た ら ダ イヤ ル を 回 し て 登録 する チャ ン ネ ル 番 号 を 選び 、V〆M キ ー を 押す こ 
と を 繰り 返し 145.080 は 000,145.100 は 001、145.120 は 002… と な る よう に 004 ま 
で VHF 側 を プロ グラ ム す る 。 

② バン ド を 430MHz に し て 、VFO モ ー ド で ダイ ヤル を 回 し て 433.100 を 選ぶ 。① の 動 
作 と 同様 に 操作 を 順に 繰り 返し 、483.100 は 005,483.120 は 006… と な る よう に 008 
まで UIF 側 を プロ グラ ム す る 。 


MM 日 衣 


書き 込み が で きま し た 。 運 用 し た い 側 の ソン M キ ー を 押す ご と に VEO と メモ リー モー ド 
が 切り 替わり 、 ダ イヤ ル を 回 すご と に 000 か ら 0 0 8 が 選べ ます 。 


【 例 3 : 例 2 で 登録 し た メモ リー チャ ン ネ ル を 、VHF チ ャ ン ネ ル は メモ リー バン ク 1 

に 、U り UHF チャン ネル は メモ リー バン ク 2 に 登録 する 】 補 説明 書 P. 3 1、 メ モリ ー バ 

ンク 機能 

※ 共通 メモ リー チャ ン ネ ル を バン ク に 振り 分 け て 使い や すく し ます 。 バ ンク 、 と は メモ 
リー チャ ン ネ ル を グル ー プ 分 けし て 収納 で きる 、 引 き 出 し の よう な も の で す 。 

① 右 で も 左 で も 、 バ ンク 運用 したい 方 の V/M キー を 押し て メモ リー モー ド に する 。 


② 再度 、 同 じ し V ソ ン M キ ー を 長押 し する と BNK AL が 表示 され る 。 BNK AL が 出 て 
いる ほう の ダイ ヤル を 回 し て BNK0 1 を 選ぶ 。 
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③ 反対 側 の ダイ ヤル を 回 し て 145. 080、000 を 選ぶ 。 そ の ダイ ヤル を 長押 し す 
る 。 点滅 が 止ま る 。 間 違え た と き は ダイ ヤル 長押 し すれ ば 点滅 に な る 。 

④ 同じ ダイ ヤル を 回 し て 00 1 (145. 100MHz) を 選び 、 そ れ を 長押 し し て 0 
0 1 を 点灯 させ る 。 同 じ ダ イヤ ル を 回 し て 002 (145. 120MHz) を 選び 、 
それ を 長押 し し て 00 2 を 点灯 させ る 。 こ れ を 繰り 返し て 004 まで を BNK0 1 に 登 
録 す る 。 


⑤⑥ 同じ ダイ ヤル を 回 し て 005 (433. 100MHz) を 選び 、 反 対 の ダイ ヤル を 回 
し て BNKO0 2 を 表示 させ る 。433. 100, 00 5 が 出 て いる 側 の ダイ ヤル を 』 
押し し て 0 0 5 を 点灯 させ る 。 


河 


⑥ 同じ ダイ ヤル を 回 し て 006 (433. 120MHz) を 選び 、 そ れ を 長押 し し て 0 
0 6 を 点灯 させ る 。 こ れ を 繰り 返し て 008 ま で を BNK0O 2 に 登録 する 。 


・ こ の 状態 で 何 か キ ー を 押せ ば 、 ビ ー プ 音 が 鳴り 、BNK 0 2 が 消え ます 。 メ モリ ー モ ー 
ド 側 で 、UHF 帯 の み の メ モリ ー が 表示 され る 状態 (バン ク 2 ) で 運用 で きま す 。 
・VHF メ モリ ー だ け を 運用 する と き は 、 メ モリ ー モ ー ド の と き に V ン M キ ー を 長押 し し 
て BNK0 2 を 表示 させ 、BNK と 表示 が 出 て いる 側 の ダイ ヤル を 回 し て メモ リー バン ク 
0 1 (BNK0 1 ) を 選び 、 何 か キー を 押し ます 。 メ モリ ー モ ー ド に する と 000 か ら 0 
0 4 チャ ン ネ ル だ けが 使え る よう に な っ て いま す 。 

・8 ch すべ て の メモ リー を 使う と き は メモ リー モー ド に し て 、 そ の 側 の ソ M キ ー を 長 
押し し て 、BNK が 表示 され た ほう の ダイ ヤル を 回 し て BNK AL を 選び 、 何 か キー を 
押し ます 。 ビ ー プ 音 が 鳴り 、 す べ て の メモ リー チャ ン ネ ル で 運用 が で きま す 。 

・ ど ちら 側 の ソ プ M キ ー を 長押 し し て バン ク 番 号 を 選ぶ か で 、 右 側 は バン ク 0 2 、 左 側 は 
バン ク 0 1 、 の よう な 運用 も で きま す 。 

【 参 考 】 
それ ぞ れ の バン ク 内 で の メモ リー チャ ン ネ ル は 、 共 通 メ モリ ー の 番号 順に 並び ます 。 


【 例 4 】 : 同じ メモ リー チャ ン ネ ル を 右 で も 左 で も 呼び 出せ る の は 紛らわしい 。 VHF チ 
ャ ン ネ ル は 常に 左側 、UHF チ ャ ン ネ ル は 常に 右側 で 使い た い 。145. 020MHz を 
左側 専用 メモ リーL0 0 に 、433. 020MHz を 右側 専用 メモ リーR 0 0 に 登録 す 
る 。 

※ 左右 それ ぞ れ 10 0 チャ ン ネ ル ま で メモ リー で きま す 。 左右 どちら に も すべ て の バン 
ド の 周波 数 を 登録 で きる の で 、 例 えば 左 は V プ UHF アマ チュ ア 和 無線 周波 数 、 右 は エ 
アバ ンド や 業務 無線 な どの 受信 専用 周波 数 を プロ グラ ム す る 、 と いう よう な 使い 方 が 
で きま す 。 


① プル キー を 長押 し し て 、 キ ー ロ ッ ク す る 。 鍵 の アイ コン が 出 た ら す ぐ 、 同 じ キ ー を 
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表示 され る 。 (上級 セ ッ ト モ ー ド に 入れ る 。 本 P. 48 


② F 


回 続け て 素早 く 押 す 。 キー ロック が 解除 され 、 ビ ー プ 音 が 鳴っ て 、 星 の アイ コン が 


UNC キ ー を 長押 し し て 、 セ モット モー ド に 入る 。 左右 の ダイ ヤル を 押し て 、 メ ニュ 


ー3 3 を 選ぶ 。MEMORY と 、 初 期 状態 な ら COMMON が 表示 され る 。 右側 の ダイ 
ヤル を 回 し て LR を 選ぶ 。 


⑧③ F 


UNC キ ー を 押し て VFEO モ ー ド に 戻り 、 左 の ボリ ュー ムツ マミ を 押し て 、 左 を M 


A I N に する 。 左側 の ダイ ヤル を 回 し て 1 4 5. 020MHz に 合わ せる 。 
【 注 意 】 メイ ン 側 の 周波 数 を メモ リー する の で 、 必 ず MA I N ア イコ ン が 登録 し た い 


側 


の 位置 に ある こと を 確認 し て くだ さい 。 


④ 


FUNC キ ー を 押し 、 左側 の ダイ ヤル を 回 し て L 0 0 を 選ぶ 。 左側 の ソン M キ ー を 


押す と ビー プ 音 が 鳴り 、L 0 0 が 消え る 。 


⑤ 右側 の ボリ ュー ムツ マミ を 押し 、 右 側 を メイ ン に する 。 右側 ダイ ヤル で 433. 02 
0 MH z に 合わ せる 。 


⑥ FUNC キ ー を 押し 、 右 側 の ダイ ヤル を 回 し て r00 を 選ぶ 。 右 側 の ソン M キ ー を 押す 
と ビー プ 音 が 鳴り 、r00 が 消え る 。 


1 し て メモ リー モー ド に 入る 。L00 や r 00 が 表示 さ 


* 天 通 mL/R チ ャ ン ネ ル に メモ リー を 書き 分 け て お き 、 セ ッ ト 叶 ー ド 3 3 で メモ リー チ 
ャ ン ネ ルモード を 切り 替え る と 、 好 き な 方 を 使 を る よう に な り ま す 。 モ ー ド を 切り 符 え て 
も 、 そ れ ぞ れ の チャ ン ネ ル は 保持 され て いま す 。 

・① の 操作 を 繰り 返す と 、 変 更 し た パラ メー タ を 保持 し た まま 上 級 セ ッ ト モ ー ド は 隠す こ 
と が で きま す 。 メ モリ ー チ ャ ン ネ ルモード を ひん ば ん に 切り 准 え た い 場 合 は 、 シ ョ ー ト カ 
ッ ト キ ー ( 文 キ ー) に メニ ュー3 3 を 割り 当て て お く と 便利 で す 。P. 6 0 


以上 


